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安らぎ効果重視

2016 年（平成28年） 8月3 日（水躍日）

病
院
の
受
付
に
笑
顔
で
生
け
花
を
飾
る
華
道
班
の
メ
ン
バ
ー
（
長
野
県
佐
久

市
の
J
A
長
野
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
で）

感染症予防を理由に生花の持ち込みを禁止
する病院が多い中、「感染の可能性はほとん

どない」として、生花を再び病院に取り入れ
ようという動きが出てきたo 院内の共有スペ
ースに生花を飾ったり、院内 に生花店を誘致
したりと、花の持つ癒やし効果に着自した多
彩な 取り組み が始まっている。 OO藤花）

受
付
や
談
話
室
な
ど
院
内
33
カ
所
に
生
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
静
岡

翌
静
岡
病
院
（
同
塁
提
供）
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撤去でなく
管理を徹底

10
年
ぶ
り
方
針
転
換

随
所
に
ア
レ
ン
ジ
花

10
年
前
か

ら
生
花
の

持
ち

込
み

を
禁

止
し
て
き
た
静
岡

市
立
静
岡
病

院
が
今
春 、
方

針
を
変
え
た。

受
付
や
誤
話

室
な

ど
共

有
ス
ペ
ー

ス
33
カ

所
に

生
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を

飾
る
よ
う
に
な
っ
た。

き
っ
か

け
は

3
月、
花
き

業
者
と
医
療
関
係

者
ら

2
0

0
人
以上
を
集

め
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
病

院
に
ふ
た
た

び

花
を」
の
開
催

だ
っ
た。
感

染治
療

学
の
専
門
家

の
講
演

を
聴
き、
「
生

花
が
原

因
と

し
て
菌
の
感
染
が
拡

大
す
る

危
険
性
よ
り

も、
患

者
に
与

え
る
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果

の
方

時
6
割「
否
定
的」

2
 00
 2
年
に
大
阪
府
内

の
病

院
で
花
瓶
か

ら

緑
膿
（
り
ょ

く
の
う）
菌
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
が

き
っ
か

け
で、
患

者
へ

の
感
染
拡

大
を
恐
れ、
全

国
の

病
院
で
生
花
の

持
ち
込
み
が
禁

止
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た。

大
阪
市

の
花
き
卸•
な
に
わ

花
い
ち
ば
と
日
本

区病院への生花
持ち込み問題

花
き
卸
売
市
場
協
会
が
14

年、
全
国
主
要
7

都市

の
病

院
を
対
象
に
実
施
し
た

生
花
の

持
ち
込
み
調

査
に
よ
る
と、
回
答
し
た
3
7
7
病

院
の
う
ち
全

面
禁

止
は

26
笏 、
一
部
禁

止
は

35
％
と、
計
6
割

が
否
定

的
だ
っ
た。
全
面
禁

止
を
地
域
別
に
見
る

と
大
阪
が
44
％
と
最
も
多

く、
次
い

で
名
古
屋
39

％ 、
札
幌
32
% 、
東
京
21
％

だ
っ
た。
福
岡
と
広

島
は
そ
れ
ぞ
れ
3
% 、
4
％
と
低
か

っ
た。

静岡市立
静岡病院

「
花
が
あ
る

こ
と

で
来

院

者
や
病

院
の
職
員
に
喜
ぱ
れ

て
い
る。
こ
れ
ま
で
院
内
感

染へ
の

不安
を
聞
い
た

こ
と

は
な
い」
と、
出

店
す
る
斉

山
フ
ラ
ワ
ー

マ
ー

ケ
ッ
ト

鴨

川・
亀

田
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン

タ
ー

店
を
運
営
す
る
パ
ー

ク・
コ
ー

ポ
レ
ー

シ
ョ

ン
の

拝
野
多

美
さ
ん

は
話
す。

が
絶

大
と
判
断
し
た」
（
同
ょ

う）

花
パ
ー
ト

ナ
ー

シ

病
院） 。

再
ぴ

花
を

飾
る
よ
ッ
プ
協
定」

を
締
結°

院
内

う
に
な
っ
た

こ
と

で
「
病

院
で
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る

に
花
が
あ
っ
た
頃

を
覚
え
て
と
き

は、
同
校
フ
ラ
ワ
ー

デ

い
る
年
配

者
に

は特
に
好
評
ザ
イ
ン
科

の
生

徒
が

作品
を

だ」
と
宮
下
正

院
長は
受
け

展
示
す
る。

止
め
る°

宮
下

院
長は、
病

床
へ

の

5
月
に

は
同
病

院
と
静
岡
持

ち
込
み
に
つ
い
て
も
「
誰

デ
ザ
イ
ン
専
門

学
校 、
す
る
が
生

花
を
管
理

す
る
か

を
踏

が
花
き
卸
売
市
場

で
「
S
H

ま
え
て、
前
向
き
に
検
討
し

I
Z
U
B
Y
o
u
（
し
ず

び
た
い」
と
意
欲

的
だ。

小
売
店
を
誘
致

患
者
に
も
好
評

院
内

の
ロ
ビ
ー

に
生
花
店

を
誘

致
し
た
病

院
も
あ
る。

千
葉
県
鴨
川
市

の
亀

田
総

合

病
院だ 。

店
内

の
通
路

は
車

椅
子
に
乗
っ
て
い
て
も
楽
に

通
れ
る
よ
う
に
広
く
取

っ

て、
花
の
陳
列
も
低
く
設
置

し
た。
売
り

上
げ

の
7
割

は

自
宅
用 、
3

割
が
見
舞
い

、こot

農
作
業
中
の
男
性

雷
に
打
た
れ
死
亡

佐
賀
市

佐
輿
県
警
諸
富
署

は
2

日 、
佐
賀
市
諸
富
町

の
水

田

で
同
町
内

の
男
性
(
69
)

が

落
雷

で
死
亡
し
た
と

発
表
し

た。
死

因
は

落
雷
に
よ
る
電

撃
死

だ
っ
た。
同
署
に
よ
る

と
1
日

の
午

後
8
時-
こ
ろ、

近
所

の
親
類
が
水

田
付
近

を

通
っ
た
際 、
左
手
に
く
わ

を

握
っ
た
状
態

で
あ
お
む
け
に

倒
れ
て
い
る
男
性

を
発
見
し

た。
県
内
に

は
霞
注
意
報
が

出
て
い
た。
同
署

は
「
農
作

業
中

の
天
気
の
急
変 、
突
然

の
雷
に

は
注
意
し
て
ほ

し

い」
と
し
て
い
る。

北・
東
日
本
大
荒
れ

醤
市
で
1

時
間
100-
＿5

上
空

の
寒
気
や
湿
っ
た
空

気
の
影
響

で、
北
海
道
か

ら

東
北 、
関
東
甲
信、
北
陸、

東
海

で
2
日 、

大
気

の
状
態

が
非
常
に

不
安
定
と
な
り、

福島
市

で
は
1

時
間
に
1
0

011
'-;:.
 も

の
局
地

的
に
猛
烈
な

雨
が
降
っ
た。
気

象庁
は

同

日 、
福
島

県
に
記
録

的
短
時

間
大
雨
情
報

を
発
表
し
た。

北
日
本＿
転 、

あ
す
か
ら
猛
暑

気
象
庁

は
2
日 、
北
海
道

と

東北
で

4
日
か

ら
6
日
に

か
け
て
墨画
気
温
が
35
度

以

上
の
猛
暑
と
な
る
所
が
あ
る

と
発
表
し
た。
3
日
か

ら
急

激
に
気
温
が
上
が
る
見
込
み

で
3
S
5
度
程
度
上
が
る
地

域
も
あ
る。

東
海

以西
も
引
き
続
き
猛

暑
と
な
る
見
通
し

で、
警
戒

が
必
要

だ。
同
庁

は
「
今
ま

で
涼
し
か

っ
た
北
日
本

で
急

に
暑
く
な
る。
体
が
誓
さ
に

慣
れ
て
い
な
い
と
高
齢

者
を

中
心
に
熱
中
症
に
な
り

田
畑

で
倒
れ
る

こ
と
が
多

く 、
警

戒
し
て
ほ

し
い」
（
予
報
課）

と
し
て
い
る。

＿
熱
中
症

搬送
皿
人
超
す

総
務
省
消
防
庁
は
2
日、

7

月
25
S

31
日
の
1
週
間
に
全
国

の
4
0
6
3
人
が
熱
中
症
で
救

急
搬
送
さ
れ
た
と
の
速
報
値
を

発
表
し
た。
前
週
よ
り
1
3
7

人
増
え
た°
搬
送
先
で
死
亡
が

確
認
さ
れ
た
の
は
8
人。




